
ファイナンシャル・アドバイザー協会 第7回セミナー

パネル＃1
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本パネルの趣意とパネリスト

趣意

ファイナンシャル・アドバイザー協会では本年より、アドバイザーの専門性向上等に資すると考えられる法人
賛助会員の研修・情報コンテンツを会員向けにご紹介する活動のほか、顧客本位の徹底や所要のコアスキル獲得
に有用と考えられる「ゴールベース・プランニング基礎スキル研修」を外部研修専門会社（ファーストプレイス
社）との協働により開始しております。
本日は、各プログラム・教材の概要につき、ご協力いただきました各社のご担当者より解説いただきます。

パネリスト

ピクテ投信投資顧問株式会社 資産管理アドバイザリー本部長 前橋智明 様

フィデリティ投信株式会社 投信営業部 アソシエイト・ディレクター 藤井麻紀子 様

三井住友DSアセットマネジメント株式会社 投信営業部 オンラインマーケティング室長 今井拓見 様

株式会社ファーストプレイス 顧問 岡田武士 様

モデレーター NRIアメリカ 金融・IT研究部門長 吉永高士
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アジェンダ

1.ファイナンシャル・アドバイザー協会の会員向け研修教材についての基本的な考え方

2-a. ピクテ投信投資顧問株式会社 『IFAプレミア・サポート・プログラム』

2-b. フィデリティ投信株式会社 『フィデリティ・FAパートナー様向けサポートコンテンツについて』

2-c. 三井住友DSアセットマネジメント株式会社 『IFAウィークリー、スタディベースのご紹介』

2-d. 株式会社ファーストプレイス『ゴールベースプランニング基礎スキル研修』
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1．FA協会の会員向け研修教材に関する基本的な区分と考え方

カテゴリー 主なスクリーニング基準 テーマ例 コンテンツ例

I. 協会として積極的に推進するもの

▪ 協会のコアバリュー実現の一環として
積極的に推進していきたい対面アドバ
イザーの営業手法やIFA法人の経営
スタイルやアプローチ普及に資するもの

▪ 顧客本位の追求と実現

▪ ゴールベースアプローチ

▪ フィーベースアプローチ

▪ 関連レギュレーション各種

▪ IFA経営関連

▪ その他

▪ 会員向けセミナー各種

▪ 会員／非会員向け向けカンファラ
ンス各種

▪ ゴールベースプランニング基礎スキ
ル研修

▪ 会員向けウェブコンテンツ 他

II. 協会として積極的に推進するわけで
はないが、一部の会員にとって有用
なもの

▪ 世の中ですでに多様なリソースが安価
ないし無料で利用可能、かつ一部の
人々はすでに座学や実務を通じ知見
を得ている一方で、そうでない人々に
とっては有用と考えられるもの

▪ 証券投資論

▪ マクロ経済分析関連その他

▪ オペレーション・IT関連

▪ IFA経営関連

▪ その他

▪ 委託正会員、賛助会員等各社
から会員向けにオファーいただいた
各種の既存コンテンツ(セミナー、
ビデオ、その他ウェブコンテンツ、
メール、紙ベース資料等)

Ⅲ. 協会として関わるべきではないと考
えられるもの

▪ 「顧客本位」や「貯蓄から資産形成」
の追求とは相容れないもの

▪ 特定の商品や企業への利益誘導色
が強いもの

▪ 仕組債の推進

▪ コミッション稼ぎの回転売買につな
がりかねないもの

▪ その他

-

次頁
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参考）委託正会員･法人賛助会員にご協力いただきたいIFA向け研修教材の区分と例

想定対象

カテゴリー例
会員IFA法人の経営者・本社担当者

会員IFA法人の営業担当者（アドバイザー）

投資理論関連
▪ 現代ポートフォリオ理論

▪ アセットアロケーションモデル ほか

▪ 商品デューデリジェンス

▪ パフォーマンス要因分析 ほか

マクロ経済分析関連（投資理論関連を除く）
▪ マクロ経済動向アップデート

▪ 金融・財政論等 ほか

オペレーション・IT関連
▪ CRM、プランニングツール、ポートフォリオ分析ツー
ル、投資提案、ラップ用ソリューション等の営業支
援ツールの一般的な使い方や活用方法 ほか

▪ IT戦略

▪ 各種ツールの実装戦術 ほか

IFA経営関連

▪ 自己目標設定と管理

▪ 新規顧客開拓マーケティングと実務

▪ 既顧客マーケティングと実務 ほか

▪ 雇用・契約形態モデル（社員・業務委託）

▪ 採用・育成とKPI

▪ 持続可能な収益・事業モデルとKPI ほか

その他
▪ ゴールベースアプローチ

▪ フィーベースアプローチ ほか
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ご登壇各社にお話しいただきたい内容等

①持ち時間

• 各社10分（テーマの構成上、パネル討論ではなく、順番にそれぞれご説明いただく）

• 各社のコマの末尾に0～2問程度の質疑応答

②お話しいただきたい点

• パネリストご本人と所属先の自己紹介、各社におけるIFA向け事業のお取組み等

• IFA向けにご提供いただく研修コンテンツ等の内容ご説明

• 上記コンテンツの利用開始に際しての申込・利用方法 等
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御協会内限資料

2021.12.17

ピクテIFAプレミア・サポート・プログラム

2021 スクールセッション

�

�

�

�

�

�

ピクテ・プライベート・バンキング・アドバイザリー室



御協会内限資料

ピクテ投信投資顧問株式会社｜「当資料をご利用にあたっての注意事項等」を必ずお読みください。

継続したフォローアップに向けて

1

�どんなにいいパフォーマンスをするトップアスリートや俳優、また政財界の重鎮やオーナー経営者でも、自己の

確立されたスキルに加えて、信頼できるトレーナーやコーチが必ず存在します。

�私たちピクテが信頼できるコーチとなり、研修が終わったあとも頼れるメンターであり続けることで、IFAの皆さま

がそのキャリアや営業スタイルそしてスキルにレバレッジをかけ、真の優秀なIFAでい続けていただくことを目指

します。

� 専門家の講義を通じて、様々な切り口に出会う

� 理論立てられた質の高い着眼点を知る

� 優秀な先人たちの考えと姿勢に触れる



御協会内限資料

ピクテ投信投資顧問株式会社｜「当資料をご利用にあたっての注意事項等」を必ずお読みください。

カリキュラム

2

事前課題

昨年受講者昨年受講者昨年受講者昨年受講者

1, BASE 3教科 「育てる投資編」「クレジット編」「ESG投資編」 動画受講 + 4択テスト受験 80点以上合格

2, ADVANCED 3教科 「投資に役立つ平均編」「オルタナティブ投資編」「様々な投資手法編」 動画受講のみ

3, 論述「前回プログラム受講後から実践してきたこと」 (Word A4 1,200字以内)

スクールセッション

1セッション45分×7セッション × 3日間 スクールベーシック 1日目 2日目 3日目

事後課題

論述「本研修を終えての自己評価」(Word A4 1,200字以内)

（上記の内容はあくまでも予定であり、予告なく変更される場合があります。）

初受講者初受講者初受講者初受講者

1, BASE 7教科 動画受講+4択テスト受験 80点以上合格

「リスクリターン編」「分散投資編」「投資信託編」「ポートフォリオ特性の確認編」

「金融/経済史編」「環境変化確認編」「ESG投資編」

2, 論述「本研修に向けての自身の目標」(Word A4 1,200字以内)

※ ※ ※ ※ 論述提出先論述提出先論述提出先論述提出先：：：： 10/5(10/5(10/5(10/5(火火火火))))までまでまでまで

ピクテ投信投資顧問 プライベート・バンキング・アドバイザリー室

荻島 : sogishima@pictet.com

10/15（金） 11/12（金） 12/10（金）9/24（金）



御協会内限資料

ピクテ投信投資顧問株式会社｜「当資料をご利用にあたっての注意事項等」を必ずお読みください。

スクールセッション

3

タイトル 講師 担当部署

1 重要性を増す資産保全 萩野 代表取締役社長

2 コロナ後の世界情勢 市川 シニア・フェロー

3 投資の必要性と投資哲学 北根 資産運用コンサルティング本部

4 マルチアセット運用について 吉川龍雲 商品開発チーム

5 iTrust 早澤 商品開発チーム

6 IFAにとってのPBビジネス ～ 可能性と課題 大橋 PBアドバイザリー室

7 日本株式市場の見通しと今後の注目点 糸島 投資戦略部

1コマ目：9:00～9:45

2コマ目：9:55～10:40

3コマ目：10:50～11:35

4コマ目：13:00～13:45

5コマ目：13:55～14:40

6コマ目：14:50～15:35

7コマ目：15:45～16:30

1111日目日目日目日目 10/15(10/15(10/15(10/15(金金金金))))

（上記の内容はあくまでも予定であり、予告なく変更される場合があります。）

�1セッション45分× 21セッション（1日目: 7セッション、2日目: 7セッション、3日目: 7セッション）

�本プログラムに初参加するIFA向けに、スクールベージックを9月に別途開催

タイトル 講師 担当部署

1 ピクテ・カルチャーについて 萩野 代表取締役社長

2 預かりビジネスの未来と論点整理 北根 資産運用コンサルティング本部

3 プライベート・バンカーの心得 大橋 PBアドバイザリー室

4 顧客開拓と顧客リテンション 増田 PBアドバイザリー室

スクールベーシックスクールベーシックスクールベーシックスクールベーシック 9/24(9/24(9/24(9/24(金金金金))))

1コマ目：13:00～13:45

2コマ目：13:55～14:40

3コマ目：14:50～15:35

4コマ目：15:45～16:30

10/15（金） 11/12（金） 12/10（金）

9/24（金）



御協会内限資料

ピクテ投信投資顧問株式会社｜「当資料をご利用にあたっての注意事項等」を必ずお読みください。

スクールセッション（2日目/3日目）

4

タイトル 講師 担当部署

1 低リスク運用の考え方 北根 資産運用コンサルティング本部

2 ピクテの資産防衛の考え方 松元 グローバル資産運用部

3 オルタナティブ・TR戦略 吉川葵 プロダクト・スペシャリスト・チーム

4 ゴールド 塚本 投資戦略部

5 世界株式市場の動向と今後の注目点 田中純平 投資戦略部

6 2022年に向けてのマーケットフラッシュ 田中泰輔 客員フェロー

7 社内外PBリソースの活用 増田 PBアドバイザリー室

タイトル 講師 担当部署

1 ESG投資 野中 投資情報部

2 お客さまと長期的に良好な関係を築くマーケティング 実践編 入江 マーケティング本部

3 マクロ経済 梅澤 投資戦略部

4 クアトロ 吉川龍雲 商品開発チーム

5 事業オーナーの伴走者になるために 大橋 PBアドバイザリー室

6 お客さまのメイン担当者として 増田 PBアドバイザリー室

7 富裕層向け資産運用戦略の実践 萩野 代表取締役社長

2222日目日目日目日目 11/12(11/12(11/12(11/12(金金金金))))

3333日目日目日目日目 12/10(12/10(12/10(12/10(金金金金))))

16：30～ 閉会挨拶（萩野）

今後の説明（増田）

（上記の内容はあくまでも予定であり、予告なく変更される場合があります。）

1コマ目：9:00～9:45

2コマ目：9:55～10:40

3コマ目：10:50～11:35

4コマ目：13:00～13:45

5コマ目：13:55～14:40

6コマ目：14:50～15:35

7コマ目：15:45～16:30



御協会内限資料

ピクテ投信投資顧問株式会社｜「当資料をご利用にあたっての注意事項等」を必ずお読みください。

2020年開催 スクール形式カリキュラム

5

タイトル 講師 担当部署

1 ピクテ・カルチャーについて 萩野 PBアドバイザリー室

2 新型コロナウィルスとインフレリスク 市川 経営企画室

3 転換点を迎える低リスク運用・マルチアセット運用について 吉川龍 プロダクト

4 預かりビジネスの未来 北根 資産運用推進部

5 プライベート・バンカーの特性 大橋 PBアドバイザリー室

6 富裕層と顧客プロファイリング 大橋 PBアドバイザリー室

7 日本株式市場の見通しと今後の注目点 糸島 投資戦略部

1111日目日目日目日目

タイトル 講師 担当部署

1 預かりビジネスの論点整理 北根 資産運用推進部

2 ピクテ215年の歴史に学ぶコロナ後の資産運用術 松元 グローバル資産運用部

3 オルタナティブ・TR戦略 吉川葵 プロダクト

4 クアトロ 吉川龍 プロダクト

5 世界株式市場の動向と今後の注目点 田中 投資戦略部

6 財務分析に基づく資産運用提案 増田 PBアドバイザリー室

7 顧客開拓と顧客リテンション 増田 PBアドバイザリー室

タイトル 講師 担当部署

1 ESG投資について 野中 投資情報部

2 お客さまと長期的に良好な関係を築くマーケティング 入江 マーケティング本部

3 グロイン、ゴールド 萩野 PBアドバイザリー室

4 バーゲンハンター 吉川龍 プロダクト

5 国内PBビジネスアップデート 大橋 PBアドバイザリー室

6 Private Banker Value Proposition 増田 PBアドバイザリー室

7 ピクテの最大の強み 萩野 PBアドバイザリー室

2222日目日目日目日目

3333日目日目日目日目
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同社 投信営業部 アソシエイト・ディレクター 藤井麻紀子 様

2-c. 三井住友DSアセットマネジメント株式会社 『IFAウィークリー、スタディベースのご紹介』
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フィデリティの知見を発信

～２分/マクロレポートとお役立ち情報のメルマガ配信中～

フィデリティ投信 投信営業部

藤井 麻紀子

フィデリティ・FAパートナー様向け

サポートコンテンツについて

フィデリティ投信株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第388号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
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フィデリティ・インスティテュート
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2分でわかる経済レポート＆マーケットを語らず
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フィデリティ・プレミアム・ウェビナー 2020
2021年、米国成長資産の潮流を読む

運用報告会2019

マーケットやファンド情報、資産運用に関する情報が満載！
フィデリティ投信のメールマガジン（無料）にご登録ください！

ファイナンシャル・アドバイザー様向け

メールマガジンのご案内
1分で完了！登録はこちら👇👇マクロのマーケット情報を知りたい…

お客様との会話に役立つ情報が欲しい…

皆さまのご提案活動をサポートする情報が
メールで届く✉

✔マクロストラテジスト重見吉徳のコラム
✔ファイナンシャル・アドバイザー様向け勉強会

のお知らせ 等
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 当資料は、信頼できる情報をもとにフィデリティ投信が作成しておりますが、正確性・完全性について当社が責任を負うものではありません。

 当資料に記載の情報は、作成時点のものであり、市場の環境やその他の状況によって予告なく変更することがあります。また、いずれも
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三井住友DSアセットマネジメントのIFA事業者様サポートツール

スタディベース！

・最新のマーケットやファンド情報
・経済や投資の基礎を学習
・ファンドのポイントをじっくり理解

IFAウィークリー（メルマガ）

マーケット情報、注目ファンド情報を
毎週お届け

※配信希望の場合は以下メールアドレスにその旨ご連絡ください
担当森masahiro_mori@smd-am.co.jp
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スタディベースのご紹介①

投信販売のための基礎知識を習得するための様々なコンテンツをご用意

当社チーフマクロストラテジストの吉川雅幸が中心となって
策定した経済・金融市場・投資環境の見通しをお届け。ハウスビュー動画

テレアポ動画

投信積立研修

ヒット率向上のための。家電時間・話し方などを解説。
NG編とOK編を見ての自己学習も可能。
新入社員向け研修にも。

積立投資の提案のコツを伝授。
投資信託の基礎から個別ファンドの説明方法。
つみたてNISAの提案話法まで。

営業力UP講座
投資顧問会社に勤めていたトレーダー・ファイナンシャルアドバ
イザーの若林史江氏が、投資家の心を掴む勘所を新人の
皆さまにお伝え
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スタディベースのご紹介②

ID：SMDAM
PASS：smdam
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三井住友DSウィークリーのご紹介

配信コンテンツ（例）

※配信希望の場合は以下メールアドレスにその旨ご連絡ください
担当森masahiro_mori@smd-am.co.jp

※2016年7月より毎週発行していた投信マーケティングウィークリーを刷新

営業活動に役立つ情報を毎週発信

マーケットレポート / 当社ハウスビュー

アジアリサーチセンター / アジア・マーケット

ポートフォリオ理論 / なるほど・ザ・ファンド

今週のピックアップファンド / 勉強会のご案内

市場動向の解説・注目キーワードをタイムリーにピックアップ
当社の経済・金融市場・投資環境の見通しをお届け

本邦最大級の陣容を擁する香港から現地の情報を発信
中国をはじめとするアジア、オセアニアのマーケット情報をお届け

話題のテーマをもとに資産の組み合わせ、ポートフォリオを考察
投資信託の基礎知識のほか、資産運用に関する情報をお届け

注目ファンドのセールスポイントを再確認。
ファンド勉強会のご案内や、セミナー情報をお届け
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三井住友DSアセットマネジメントのセミナーメニュー
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WEBセミナーシリーズ 「Action 2030」 のご紹介

10年後、20年後に未来に目を向けた資産運用をご提案するセミナーシリーズ
新しい時代の投資のヒントを著名人と語り合います。

2021/08/26

あなたの知らないインパクト投資の世界
～未来のビジネスチャンスを先取りせよ！～

インパクト投資って何？投資手法として、これから期待で
きるの？インパクト投資の現状と未来予想に加え、「世界
インパクト投資ファンド」の魅力もたっぷりお届けします。イン
パクト投資をご存知の方も、そうでない方も、必見です！

Webinar Part.1
2021/011/30
Webinar Part.2

パフォーマンス際立つ！グローバルＡＩファンド
ＡＩに未来はあるのか！？

私たちが投資テーマに選んだＡＩが、今どういう状況にある
のか、今後どうなっていくのか。グローバルＡＩファンドに投
資している方にも、これから投資を検討される方にも、今だ
からこそ知ってほしいことがあります。

動画はこちら動画はこちら 司会：青木源太氏（フリーアナウンサー）
ゲスト：前田裕二氏（株）SHOWROOM)
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『ゴールベース プランニング基礎スキル研修』

に関するご報告

ファイナンシャル・アドバイザー協会第７回セミナー

◆パネル１『金融商品仲介業者向け研修コンテンツについて』

2021年12月17日
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きっかけ、いきさつ

『ゴールベースプランニング』を
FA協会で推進するにあたり、

ヒアリングの強化が、非常に重要だと
考えているんだけど。

ソニー生命の研修のような
『きくチカラ』を強化するプログラムは

できないですか？

おもしろいですね。
ぜひやりましょう！！

今年の4月、こんな話から始まりました。
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ファーストプレイスの実績

ファーストプレイスは、金融・ITなどの分野を中心に、

人材、営業研修、コンサルティングを行うほか、

保険代理店、IFA業務を行っている、創業２０周年の会社です。

https://www.firstplace.co.jp/

※ 講師としての実績を含む

顧客の業種別内訳 顧客一覧（一部）

保険会社

銀行

IT・ハイテク

証券

海外（中国）

合計

42社

38%

19%

19%

5%

19%

2001年より延べ42社の研修・

コンサルティングを実施。

※ 掲載していない東証一部上場企業等、多数あり
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ゴールベースプランニング研修担当スタッフ

プロジェクトマネージャー

小林 基男 （こばやし もとお）
株式会社ファーストプレイス代表取締役 金融商品仲介業者（SBI証券） 一種外務員 内管責任者

（旧）国際証券を経て、ソニー生命推進部研修課、プルデンシャル・ファイナンシャル・アドバイ

ザーズ証券シニアファイナンシャルアドバイザーを経てファーストプレイスを設立。

ソニー生命にて代理店営業担当・ライフプランナーへの営業スキル研修を担当。独立後も銀行、証券、

保険会社、IT産業を中心に多数の講師実績を積む。研修プログラムの開発にも多数携わる。

重松 健司 （しげまつ けんじ）
株式会社ファーストプレイス執行役員 経営企画室長 一種外務員 内部管理責任者

（現）三井住友海上を経て、（現）三井住友海上あいおい生命営業推進部課長、（現）三井住友海上

プライマリー生命営業推進部長、営業統括長、マーケティング統括長。ソニーライフエイゴンプラン

ニング（現 ソニー生命）営業企画部長兼営業推進部長（業務執行役）、研修会社社長を経て現職。

ライフプランソフト開発、変額年金商品開発、営業企画・営業教育の実績多数。銀行、証券、保険会

社、IT産業を中心に、多数の講師実績を積む。また、研修プログラムの開発にも多数携わる。

岡田 武士 （おかだ たけし）
株式会社ファーストプレイス顧問 プロジェクト・マネージャー 一種外務員、内部管理責任者

関西大学商学部卒業。ソニー生命代理店営業、本社企画、教育部門の統括部長のほか、ソニー生命子

会社来店型保険ショップ「リプラ」代表取締役、ソニー銀行タイアップマーケティング部長等。

現在、ナレッジバンク株式会社代表取締役として、金融系企業の顧問多数。

メイン講師

コンテンツ作成
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ゴールベースプランニング・コンテンツ作成にあたって

①顧客とその家族の人生
の包括的なゴール設定

②ゴール実現のための
プラン策定

③ソリューションの
提案と実行

④ゴールの進捗確認、
追加、修正等のため
の継続レビュー

Goals-
based 

Planning

Process

顧客とその家族ごとの『ゴールベースの資産管理』を永続的に実施していくためには、「ゴール」
（人生設計における目標や課題や深い悩み等の総称）をヒアリングし、顧客に共有いただける関係を
創りにいく必要があります。
顧客とその家族の人生に伴走していく起点として、顧客の多様な要望をヒアリングする（聞く、聴く、
訊く）能力が求められることから、今回の研修では、特にこの点フォーカスする内容とします。

吉永理事、中桐理事長アドバイスのもと、コンテンツを作成



©2021 First Place Co.,Ltd. 6

本研修の概要
ゴールベースプランニングの「基礎スキル」習得に重点を置いたプログラム

主なポイント
①「顧客の人生ゴールを聞き出す」部分にフォーカス
②ヒアリング （聞く、聴く、訊く）スキル習得
③『ロープレで知識の定着』という文化を確立

研修の考え方とプログラム概要

※CAP社のＤＹＧ（デザインユアゴール）
システムをベースに説明
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研修設計：６回シリーズの構成ポイント

K

（ナレッジ）

研修の

ねらい

H

（習慣化）

A

（姿勢）

S

（スキル）

ゴールベースプランニングの『基礎スキル』習得のために、『KASH』の観点で研修を設計。

顧客からゴールを聞

くための『基礎知

識』を習得

顧客本位の業務運営

に資する

『姿勢』を習得

顧客からゴールを

聞くための

コンサルティング

スキルを習得

実践と学習によって

基礎的なスキルを

習慣化

（高度化）
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研修設計：ロールプレイングへのこだわり

プログラムの

流れ

一般的にロールプレイングは、一人を見世物にして間違いを指摘するといったイメージがあり、

敬遠されがちです。今回のプログラムでは、ビデオカメラを用いたロールプレイングを

複数人で行うことにより、自分で自分の評価ができる力を養っています。

CHECK

ロールプレイングは、もともと心理療

法として開発されました。親から一方

的に怒られる子供の気持ちと、子供の

ことを考える親の気持ちを、ロールプ

レイングにより理解し、両者の関係が

修復するというものです。

ステップ１

慣れる

ステップ２

セリフを覚える

ステップ３

共感

ステップ４

臨機応変な対応

シナリオや資料を用意し

てセリフを身に付ける。

ストレスのないロープ

レを体験する。

顧客の感情の変化に対

応し、共感を呼ぶ。

顧客からの様々な投げか

け等に素早く対応する。

ポイント

⚫ 不足を補うのではなく、持っているもの

を伸ばす。

⚫ 成長の阻害要因を取り除く。経験が阻害

要因となっていることが多い。

ロールプレイングの方法

なぜ、ゴルフのスイングはビデオに撮って確認するのに、
営業の練習は、やらないのでしょうか？

それは、今までのやりかたが
間違っているだけなのです！
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ロープレ風景

真剣かつ楽しくロープレに取り組んでいる姿を、
是非ともご覧ください！！

リンク
https://youtu.be/z1kUWb68Uwg

https://youtu.be/z1kUWb68Uwg
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ゴールベースプランニング研修を通して 参加者の主な声

＜参加者コメント例 抜粋＞ ※研修後チェックアウト時の感想や受講生ヒアリングの一部を抜粋

●自分の姿をビデオに撮ることが新鮮だった。不足している点が明確になった。
●これから、ゴールベースという考え方が大事だと思う。今は時代が変化しており、
「儲かるものを売る」のではなく顧客目線で長期的に関わる必要があると感じた。
●これまで、ロープレをやることやそもそもの必要性に疑問があった。「自分はでき
ているだろう」という思いがあったが、今日の研修を通じて過信だったと気づけた。
●社内ロープレも嫌で、ましてや社外の人となんて…と朝から憂鬱な気持ちだった。
でも今日は気づきが多く、他の人から学ぶことも多かった。
●自分は社会人２年目だが、お客さまは30歳以上も年上が多い。所作や姿勢をあま
り気にしてこなかったが、今日のロープレを通じて重要だと強く感じた。
●ゴールベースをお客さまに伝えるのは難しいと感じている。
●今までは話すことが多かったが、聞くことの重要性を感じた。
●オンライン研修は、一回当たりの時間が長いと感じた。
●ヒアリングした内容からどのような提案に落としていくのか？を聞いてみたい。
●米国のゴールベースに関する具体的成功事例を、日本に置き換えて教えてほしい。
●他の会社の方との交流が、情報交換にもなり非常に良かった。



https://www.faa.or.jp/

「FA協会」で検索願います
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